
ジュース用トマト登録農薬適用表（１）　（殺菌・除草・展着）
登録内容は2022年9月1日現在

用　途 毒
劇
FRAC
コード

薬剤名 使用時期 倍率・使用量（10ａ当り）
100ℓ調整時

薬量
適用病害虫 予防 治療 剤型 使用方法 成分名 備考

播種時又は活着後
但し、定植14日後まで

1,000倍 （3ℓ/1㎡） ― 苗立枯病（リゾクトニア菌） 土壌潅注

収穫前日まで 1,000倍 （100～300ℓ） 100ml
疫病、葉かび病、輪紋病、褐色輪紋病、うど
んこ病、灰色かび病、炭疽病、すすかび病

散布

１１、Ｍ５ アミスターオプティフロアブル 収穫前日まで ４回以内 1,000倍 （100～400ℓ） 100ml
疫病、葉かび病、炭疸病
灰色かび病、すすかび病、斑点病

○ 〇 フロアブル 散布
TPN、
ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ

同成分剤の使用回数に注意

１１ アミスター２０フロアブル 収穫前日まで ４回以内 2,000倍 （100～300ℓ） 50ml 灰色かび病、葉かび病 ○ 〇 フロアブル 散布 ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 同成分剤の使用回数に注意

Ｍ７ ベルクート水和剤 収穫前日まで 3,000～6,000倍 （100～300ℓ） 33～17g 灰色かび病、葉かび病 ○ × 水和剤 散布 ｲﾐﾉｸﾀﾞｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸塩

１ トップジンＭ水和剤 収穫前日まで 1,500～2,000倍 （100～300ℓ） 67～50g 灰色かび病、菌核病、葉かび病 ○ ○ 水和剤 散布 ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

１、１０ ゲッター水和剤 収穫前日まで 1,000～1,500倍 （100～300ℓ） 100～67g 灰色かび病、菌核病、葉かび病 ○ ○ 水和剤 散布
ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ、
ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ

7 カンタスドライフロアブル 収穫前日まで 1,000～1,500倍 （100～300ℓ） 100～67ml 灰色かび病、菌核病、葉かび病 〇 △ 顆粒水和剤 散布 ﾎﾞｽｶﾘﾄﾞ

11 ファンタジスタ顆粒水和剤 収穫前日まで 2,000～3,000倍 （100～300ℓ） 50～33g
灰色かび病、葉かび病、菌核病、
斑点病、すすかび病

○ ○ 顆粒水和剤 散布 ﾋﾟﾘﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ

1,500～2,500倍 （150～300ℓ） 67～40ml 疫病

2,500倍 （150～300ℓ） 40ml 葉かび病

２１ ランマンフロアブル 収穫前日まで 1,000～2,000倍 （150～300ℓ） 100～67ml 疫病 ○ ○ フロアブル 散布 ｼｱｿﾞﾌｧﾐﾄﾞ

４０ レーバスフロアブル 収穫前日まで 1,500～2,000倍 （100～300ℓ） 67～50ml 疫病 〇 × フロアブル 散布 ﾏﾝｼﾞﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ

２４、Ｍ１ カスミンボルドー 収穫前日まで 1,000倍 （100～300ℓ） 100g
疫病、葉かび病、輪紋病、斑点細菌病、
かいよう病、軟腐病

○ ○ 水和剤 散布
ｶｽｶﾞﾏｲｼﾝ、
塩基性塩化銅

Ｍ１ ＩＣボルドー６６D ― 50倍 （100～300ℓ） 2ℓ 疫病 ○ × 水和剤 散布 塩基性硫酸銅

400～600倍 （100～300ℓ） 250～167g 疫病、輪紋病

500倍（100～300ℓ） 200g すすかび病

Ｍ１ ドイツボルドーＡ ― 500倍 （100～300ℓ） 200g 疫病、葉かび病、斑点病 ○ × 水和剤 散布 塩基性硫酸銅

― 石灰ボルドー液 ― 4-4式ﾎﾞﾙﾄﾞｰ液 ― 疫病、夏疫病 ○ × 散布 生石灰

※「アミスターオプティフロアブル」は展着剤と混用しない。（薬害の恐れがあるため）

用　途 毒
劇 使用回数 剤型 使用方法 成分名 備考

１回 乳剤 雑草茎葉散布ｾﾄｷｼｼﾞﾑ

３回以内 液剤 雑草茎葉散布ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ

同成分剤の使用回数に注意

○ ○ 顆粒水和剤

TPN

○ ×

殺
　
　
菌
　
　
剤

１１、２７ ホライズンドライフロアブル 収穫前日まで ３回以内

―

Ｚボルドー ―

―

農薬総使
用回数、
合せて6
回以内

５回以内

―

５回以内

農薬総使
用回数、

合せて6回
以内

３回以内

農薬総使
用回数、

合せて4回
以内

５回以内

３回以内

Ｍ１

契約先の基準です。基準以外の農薬の使用は控えて下さい

Ｍ５ ダコニール１０００ フロアブル

使用回数

４回以内
（土壌潅注は２回まで）

○ ×

ナブ乳剤 一年生ｲﾈ科雑草（ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ除く）

３回以内

４回以内

３回以内

―

薬剤名

雑草生育期定植前又は畦間処理（収穫前日まで）

150～200ml （100～150ℓ）

300～500ml （100～150ℓ)

使用時期 10ａ当り使用量

雑草生育期イネ科雑草3～5葉期（収穫14日前まで）

ｼﾓｷｻﾆﾙ、ﾌｧﾓｷｻﾄﾞﾝ

適用雑草

散布

茎葉除草剤
（非選択性）

一年生雑草バスタ液剤

水和剤 散布 塩基性硫酸銅



ジュース用トマト登録農薬適用表（２）　（殺虫）
登録内容は2022年9月1日現在

用　途 毒
劇 IRAC
コード

薬剤名 使用時期 倍率・使用量（10ａ当り） 100ℓ調整時
薬量

適用病害虫
効果

発現性
残効性 剤型 使用方法 成分名 備考

1B ネマトリンエース粒剤 定植前 15～20kg ― ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ ― ― 粒剤
全面

土壌混和
ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄ

育苗期 1～2g/株 ― ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 株元処理

1～2g/株 ― ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ｺﾅｼﾞﾗﾐ類

2g/株 ― ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

４A ベストガード水溶剤 収穫前日まで 1,000～2,000倍 （100～300ℓ） 100～50g
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ｱｻﾞﾐｳﾏ類
ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類

中 長 水溶剤 散布 ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ

劇 ４A モスピラン顆粒水溶剤 収穫前日まで 2,000倍 （100～300ℓ） 50g ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ｱｻﾞﾐｳﾏ類 中 長 顆粒水溶剤 散布 ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ

育苗期後半～定植当日
100倍(1株当り25ml)
又は200倍(1株当り50ml）

― ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類、ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 灌注

1,000～2,000倍 （100～300ℓ） 100～50ml ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

2,000倍 （100～300ℓ） 50ml ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

２８ フェニックス顆粒水和剤 収穫前日まで 2,000～4000倍 （100～300ℓ） 50～25g ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 速 長 顆粒水和剤 散布 ﾌﾙﾍﾞﾝｼﾞｱﾐﾄﾞ

２０D マイトコーネフロアブル 収穫前日まで 1,000倍 （100～300ℓ） 100ml ﾊﾀﾞﾆ類、ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ 中 中 フロアブル 散布 ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ

ＵＮ、M１０ モレスタン水和剤 収穫前日まで 1,500～2,000倍 (100～300ℓ） 67～50g ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ 中 中 水和剤 散布 ｷﾉｷｻﾘﾝ系

５ スピノエース顆粒水和剤 収穫前日まで 5,000倍 （100～300ℓ） 20g ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ、ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類、ｱｻﾞﾐｳﾏ類 速 短 顆粒水和剤 散布 ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ

６ アファーム乳剤 収穫前日まで 2,000倍 （100～300ℓ） 50ml
ｵｵﾀﾊﾞｺｶ、ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ、ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

速 短 乳剤 散布 ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩

６ コロマイト乳剤 収穫前日まで 1,500倍 （100～300ℓ） 67ml ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類、ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ、ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 速 短 乳剤 散布 ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁﾝ

1,000～2,000倍 (100～300ℓ） 100ml ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ

2,000倍 (100～300ℓ） 50ml
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ、ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ、ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類、
ﾄﾏﾄｻﾋﾞﾀﾞﾆ

1,000～2,000倍 (100～300ℓ） 100～50g ｱｵﾑｼ、ｺﾅｶﾞ

1,000倍 (100～300ℓ） 100g ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ、ﾖﾄｳﾑｼ

500～1,000倍 200～100ml ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

1,000～2,000倍 100～50ml ｱｵﾑｼ、ｺﾅｶﾞ

2,000～3,000倍 （100～300ℓ） 50～33g ｱｵﾑｼ、ｺﾅｶﾞ、ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ、ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

2,000倍（100～300ℓ） 50g ﾖﾄｳﾑｼ

3,000倍（100～300ℓ） 33g ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ

中

使用回数

１回

４A

速 短 乳剤 散布

長

レピメクチン

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾌﾟﾛｰﾙ長

トアローフロアブルＣＴ１１A

殺
　
虫
　
剤

定植時

中

中 中発生初期（収穫前日まで）

２８

収穫前日まで

１１A

―

２回以内

２回以内

アニキ乳剤

―

プレバソンフロアブル５

５回以内

１回

発生初期（収穫前日まで）エスマルクＤＦ

顆粒水和剤

６

フロアブル

３回以内収穫前日まで

BT

散布

速

BTフロアブル 散布

３回以内

５回以内

３回以内

ベストガード粒剤

３回以内

１１A チューンアップ顆粒水和剤 発生初期（収穫前日まで） ―

中 中 顆粒水和剤 散布

中

１回

１回

２回以内

植穴処理土
壌混和

ﾆﾃﾝﾋﾟﾗﾑ粒剤

BT散布


